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次期学習指導要領改訂に向けた「質の高い探究的な学び」

[学術的解説] 



横浜市教育課程研究委員会総則部会 研究協議会（全体会）2025年8月19日

[全体会テーマ]質の高い
探究的な学びに向けて

（パネルディスカッション）

・溝上慎一報告
「[学術的解説] 質の高い
探究的な学びに向けて」
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「質の高い探究的な学び」がどういうものかを説明する前に、そ
もそもなぜ探究的な学びが求められたのかを確認する必要がある

（答）

・予測困難な（先が読めない）

・変化の激しい（次々と新たな課題が発生）

・問題解決型の現代社会を力強く生きていくため
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決して未来の社会の話ではない

・新型コロナウィルスの感染拡大

・人口減少、過疎化する地方、止まらない少子化

・ロシアのウクライナ侵攻、第三次世界大戦？

・米不足、米の高騰

・物価高

・トランプ関税

・地球温暖化による異常気象、続発する大災害

・日本社会の縮小

・生成AIの登場

などなど
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[近代型学校教育]

仕事・社会へのトランジションに果たす学校教育の役割が抜本的
に変わってしまっている

トランジション特別活動
部活動

課外活動ほか

各教科等の学習
仕
事
・
社
会

これまでの

[現代型学校教育]

トランジション特別活動
部活動

課外活動ほか

各教科等の学習

仕
事
・
社
会

現⾏の学習指導要領で転換した

資質・能⼒

資質・能⼒の三つの柱
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仕事・社会の課題から入ると多くの課題は学際的であり非学問的である

皮膚科クリニックの医者マダニ感染症（SFTS）のニュース

医学部教授（感染症専門） 日本防疫殺虫剤協会の会員／暮らし／ペット



a) 課題の設定
b) 情報の収集
c) 整理・分析
d) まとめ・表現

探究的な学びの登場 学習指導要領『平成10-11年改訂』（1998-1999年）

・探究のプロセス

探
究
⼒

総合（教科等横断）＋

自己の生き方（小中学校）
自己の在り方生き方（高校）

＋

・言葉通り、各教科等をまたがった学習
・各教科等にとらわれることなく実社
会・実生活と関連付ける

という２つの意味がある

・ライフ（生活・人生）

・自己、価値観、アイデンティティ

近代の各教科等の学習を中心とする学校
教育の限界を露呈し、各教科等で扱いに
くいものを探究に外出しする構図が確立

・自らの課題を発見する
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探究的な学びの到達点

・探究の手法（探究のプロセス）はほぼ
確立している

探究のプロセス

・全国学力・学習状況調査より総合的な学
習（探究）の成果は安定的に示される

各教科等の学力資質・能力の育成
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次期学習指導要領改訂に向けた課題（３点）

引き続き探究的な学びの質を⾼める努⼒が求められることを除いて

①デジタル学習基盤（とくに情報活用能力）を用いた探究的な学びの質向上

＝「質の高い探究的な学びの実現」

⽂科省にとっての最⼤の関⼼事と思われる

なぜ文科省はここに関心をもつのか？

・GIGAスクール構想第２ステージ（2025年～）

・デジタル教科書の導入の準備

・各教科等の深い学びにデジタル学習基盤を関連付けたい

・生成AIの登場、急速な普及を前に、デジタル学習基盤の確立が急務

・探究的な学びと教科としての「情報」をカップリングして突破したい
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第８回企画特別部会
論点資料

（2025年5⽉22⽇）

ポイント①

ポイント②

（情報→探究）

（情報→各教科等）
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「裁量的な時間」「余白」を創出する柔軟な教育課程を目指して
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②「課題の設定」「自己の在り方生き方」の質をもっと高める

・データ・サイエンス
（データになる課題が優先、そして

大学レベルの統計の利用、数学を教え
る学 校もあり）
・STEAM

（安易にもの作りに走る傾向あり）
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③一人ひとりの学びを充実させるための探究的な学びの実現

＜２つの流れから進行＞

(A) 個別最適な学びの授業開発

・単元内自由進度学習
・「自立した学習者」の育成（横浜市）

→このタイプの授業は、小さな課題や問題を子どもが設定し、情報を
集め、整理・分析・まとめ・表現というステップを採ることが多く、
「探究的な学び」そのものだという学術的理解が出ている

（高橋純, 2022）

⾼橋純 (2022). 学び続ける⼒と問題解決−シンキング・レンズ、シンキング・サイクル、そして探究へ−
東洋館出版社

[

文

献]

『令和の日本型学校教育（答申）』（2021年）

各教科等の授業が「探究的な学び」となっていく



「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」の授業開発
（令和の日本型学校教育答申、2021年1月）

鳥取大学附属小学校

単元内自由進度学習
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(B) 柔軟な教育課程の推進
企画特別部会論点資料

第４回（2025年3月28日）
第５回（2025年4月10日）
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ご清聴有り難うございました



専門は、青年・発達心理学・教育実践研究（自己・アイデンティティ形成、学びと成長、アクティブラーニン
グ、学校から仕事・社会へのトランジション、人生100年時代のキャリア形成など）。著書に『アクティブ
ラーニングと教授学習パラダイムの転換』（2014東信堂、単著）、『学習とパーソナリティ－「あの子はお
となしいけど成績はいいんですよね！」をどう見るか－』（2018東信堂、単著）、『社会に生きる個性－自
己と他者・拡張的パーソナリティ・エージェンシー－－』（2020東信堂、単著）、『高校生の学びと成長に
向けた「大学選び」－偏差値もうまく利用する－』（2021東信堂、単著）、『インサイドアウト思考－創造
的思考から個性的な学習・ライフの構築へ—』（2023東信堂、単著）、『高校・大学・社会 学びと成長のリ
アル－「学校と社会をつなぐ調査」10年の軌跡－』（2023学事出版、編著）、『幸福と訳すな！ウェルビー
イング論－自身のライフ構築を目指して－』（2023東信堂、単著）など多数。

河合塾教育研究開発本部研究顧問、東京大学大学院教育学研究科客員教授、電通育英会大学生調査アドバイ
ザー、文部科学省初等中等教育分科会教育課程部会臨時委員、日本学術会議連携会員、大学・高校の各種委員。
日本青年心理学会学会賞受賞（2013年）、日本教育情報学会論文賞受賞（2023年）
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